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活動回数 12 回

リーダー名
（職種）

菊地　俊介　（介護福祉士）

活動期間 R3年4月　～　12月
柿崎　利恵子 看護師

永井　裕太 理学療法士

活動の場
※複数選択可

①診療部門 長谷　奈々子 管理栄養士

②支援部門 小田　敏江 介護支援専門員

④その他 近藤　純子 看護師

桑原　千秋 看護師

歯止めと
標準化

①標準化：排泄ケア計画は排泄委員で28日/月。骨盤底筋体操は介護体操担当者動画視聴。1回/年
②教育：排泄ケア指針排泄委員が朝礼唱和。見直し１回/年　排泄自立支援・尊厳研修1回/年
③管理：ﾎﾞｸｻｰﾊﾟﾝﾂ希望時師長購入。4月補充。さわやかパット排泄委員1回/月請求

活動の種類
※複数選択可

②複数の職場が連携した活動

チーム
メンバー
（職種）

③テーマに合わせて形成したチーム活動 菊地　俊介 介護福祉士

④組織全体で取り組んだ活動 糟谷　三千子 介護福祉士

梶　幸奈 介護福祉士

実施した対策

①不安対策：ﾎﾞｸｻｰﾊﾟﾝﾂﾓﾆﾀｰ体験。新骨盤底筋体操導入
②失禁ケア備品：布パンツと小尿とりパット新規管理。購入ｼｽﾃﾑづくり。
③職員意識対策：職員と利用者ｱﾝｹｰﾄを元にグループワーク。
④排泄ｱｾｽﾒﾝﾄ：NEW排泄指針。排泄ﾏﾆｭｱﾙ更新。研修。

改善指標の
対策実施
前後の変化

（実施前）　セルフケアグループにおける脱オムツを0名

（実施後）　セルフケアグループにおける脱オムツを12名へ目標達成。

改善の指標と
その目標値

（指   標）　失禁なく又は失禁少量しかない利用者の紙パンツ着用23名のセルフケアが可能なｸﾞﾙｰﾌﾟから
（目標値）　脱オムツ着用を10名達成することを目標とした。

(ふりがな)

チーム名 ～超強化型老健
ちょうきょうかがたろうけん

の役割
　　やくわり

って何
なん

だろう　パート４～

分類 ①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

取り組種別 問題解決型

改善しようとした
問題課題

R3年4月介護保険LIFE導入。排泄ケアについて見なおす機会となった。
紙パンツ着用率は健育会グループ老健比較と全国老健比較ともに当施設が高く自立支援にともなった排泄ケ
アができているのか問題となった。

演題名 老健オアシス２１における脱オムツの改善率向上

施設名 介護老人保健施設オアシス２１
(ふりがな)

発表者（職種） 梶
かじ

　幸奈
ゆきな

　（介護福祉士）



【テーマ選定】

【現状把握】

そのその

失禁なし又は失禁少量にて紙パンツ着用者

23名あり！！このギャップに着目



【要因解析】

【対策の立案】 【対策の実施】

グループワークで出た課題から、「やさしく、気持ちのいい排泄ケア」として当施設理念から

排泄ケア指針を作成。排泄マニュアルすべて更新。ﾎﾞｸｻｰﾊﾟﾝﾂ体験モニターで脱オムツ促進

失禁の不安が強い 失禁ケア>自立支援 排泄ｱｾｽﾒﾝﾄ不足 〇 布パンツがない



【効果の確認】

【歯止めと標準化】

【反省と今後の課題】

【おわりに】
利用者アンケートにて、我々の想像以上に職員への遠慮や、トイレを我慢しているという実際の声を聞くことができた。

職員グループワークでは、失禁はよく気にしていたが、自立支援の視点が不足であった事がわかった。

理念をもとに、オアシス２１排泄ケア指針にて「尊厳、個別性、自立」について支援することを宣言し、

やさしく、気持ちのよい排泄と自立支援を目指し今後も活動を続けていきます。

オアシス２１TQM&排泄委員会

失禁なし又は失禁少量のオムツ着用者23名→11名に減り、脱オムツは12名達成。脱オムツ後も満足度95％。

低かった排泄自立意識向上

失禁ケア意識はさらに向上。

下着種類の把握向上

排泄表の理解も向上。

布パンツにしたことで紙パン

ツ代が節約となった




